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モバイル：エレメント精度設定

WalkMe Mobile SDKバージョン1.7.0から始め、アプリの要素の精度設定を微調整して、アプリで特
定の要素を識別するWalkMeの機能を向上します。 アルゴリズムの違いにより、OS、ネイティブ、ハイ
ブリッドアプリ間で使用可能な調整が異なります。

ベストプラクティスとして、エンドユーザーのタップリージョンを最大限に活用するために、要素選択
を可能な限り最大のリージョンに拡大することを推奨します。 このように、要素はキャプチャで可能な
限りの詳細が含まれています。

精度設定を追加する手順

Mobile Consoleで、設定>アプリの設定>要素に移動します。1.
任意の要素にカーソルをあわせ、精度設定アイコンをクリックします：2.

希望の精度設定を選択します。3.
保存をクリックします。4.

以下のすべての情報は、スマートウォークスルーステップにも適用されます：

https://support.walkme.com/ja/knowledge-base/%e3%83%a2%e3%83%90%e3%82%a4%e3%83%ab%ef%bc%9a%e3%82%a8%e3%83%ac%e3%83%a1%e3%83%b3%e3%83%88%e7%b2%be%e5%ba%a6%e8%a8%ad%e5%ae%9a/
https://support.walkme.com/ja/knowledge-base/%e3%83%a2%e3%83%90%e3%82%a4%e3%83%ab%ef%bc%9a%e3%82%a8%e3%83%ac%e3%83%a1%e3%83%b3%e3%83%88%e7%b2%be%e5%ba%a6%e8%a8%ad%e5%ae%9a/
https://www.walkme.com
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精度設定マトリックス

iOSネイティブ iOSハイブリッド Androidネイティブ Androidハイブリッド

デフォルト
テキストを無視する
テキストの一致
画面を無視する
アクセシビリティIDを
無視する
表示を確認する
階層（xpath）で検索す
る
タイプで探す

デフォルト
テキストを無視する
テキストで識別する
画面を無視する
階層（xpath）で検索す
る
タイプで探す

デフォルト
テキストを無視する
テキストの一致
画面を無視する
クラス名を無視する
IDを無視する
アクセシビリティIDを
無視する
階層（xpath）で検索す
る
タイプで探す

デフォルト
テキストを無視する
テキストで識別する
画面を無視する
クラス名を無視する
IDを無視する
階層（xpath）で検索す
る
タイプで探す
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精度変更-タイミング
精度に対するすべての更新が即時であるとは限りません。 これは、サーバー側でcampaign自体に変更
を移行する方法によるものです。 ここでは、精度を更新する2つの方法に対してコンテンツを再生す
る4つの方法を簡潔に紹介しています：

プレビュー シミュレート キャプチャーされ
たアイテム 公開済み

SWTステップ 自動化 �1�2分 該当なし �1�2分

キャプチャされた
要素

�1�2分 �1�2分 自動化 �1�2分

精度設定定義

デフォルト

WalkMeアルゴリズムは、要素の存在を評価するために、要素の様々な側面を考慮します。 完全な要素
の説明は、コンソールでキャプチャした要素をクリックすることで確認できます。

テキストを無視する

キャプチャにテキストが含まれている場合、キャプチャされた要素を確認しようとすると、WalkMeアル
ゴリズムはそのテキストを無視します。 テキストを変更する要素（たとえば、ボタン）が存在する場合、
または動的テキストでテーブル/リストをキャプチャしようとしている場合。 キャプチャされたコード
にテキスト値がない場合、テキストを無視する効果はありません：“text”：”[here]”

テキストの一致

キャプチャされたテキストが存在する場合（上記の画像で見たように）、テキストの一致はアルゴリズ
ムを狭め、テキストに焦点を当てることができます。 Regexは使用できますが、必要はありません。 注
意：これはネイティブ要素（ハイブリッドではない）にのみ適用されます。

https://www.walkme.com
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テキストで識別する

ハイブリッド要素でキャプチャされたテキストに焦点を当てることができます。 注意：キャプチャされ
たテキストが複数の文字列に区切られている場合、WalkMeは最初の文字列でのみ識別されます。

画面を無視する

画面の値の中には、動的であるか、または十分に説明的ではないものがあります。 この設定により、こ
れらの場合の画面の値を無視することができます。 注意：ウォークスルーの場合、最初のステップのみ
が画面を考慮しているため、最初のステップの画面の値が動的である場合は、画面を無視するを追加す
る必要があります。 その後のすべてのステップは、画面の値を考慮しません。

クラス名を無視する

Androidでは、要素にクラス名を持つことができます。 これは、キャプチャで「class_name」として書
かれています。 選択しようとしている要素に動的クラスがある場合、クラス名を無視することが重要で
す。 注意：これはAndroidにのみ適用されます

IDを無視する

class_nameと同様に、IDはAndroid独自のものです。 すべての要素キャプチャにIDがあるわけではあり
ませんが、IDが一意でない場合、トラブルシューティング中にそれを無視するのに便利かもしれません。

アクセシビリティIDを無視する

WalkMeは、この記事で説明されているように、さまざまな要因に基づいて要素に焦点を当て、要素を
識別することができます。 アプリ開発者の中には、アクセシビリティIDを使用して要素をコード化して
いる方がいます ‒ 画像、テキスト、言語などの他の動的特性に関係なく、一意の識別子を使用します。
要素でアクセシビリティIDが利用可能である場合、WalkMeはそれに焦点を当てます。 この設定を使用
して、必要性が生じた場合にアクセシビリティIDを無視できます。

https://www.walkme.com
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階層（xpath）で検索する

デフォルトでは、WalkMeはアルゴリズムの階層に重点を置きます。 階層は、選択された要素の「パス」
を見ます。 たとえば、ページ>リスト>行1>セル1 コンソールでは、これは[x-path]です。 iOS 13以上
と12以下間で異なる階層がある可能性がある既知の問題があります。 可能であれば、iOS 13とiOS 12を
使用したデバイスをテストします。 人々がiOS 13+に移行するにつれて、これは一般的になります。

タイプで探す

Webと比較すると、これは「要素クラス」です。 たとえば、画面にある各リストアイテムまたは各保存
ボタンは、おそらく同じクラスを持っています。 これがコンソールの[タイプ]です。 タイプを使用する
ための最も一般的なユースケースは、上記で説明したiOS12/iOS13階層の問題を排除することです。

表示を確認します（iOS SWTステップのみに適用されます）

アプリ画面は、階層と一部の要素で開発されることがありますが、上部の階層の下に非表示となってい
る間、技術的に存在します。 WalkMeは、非表示の要素を指すステップにつながるこれらの要素を確認
することができます。 解決するには、この設定を有効にして、WalkMeが本当に表示されているときに
これらの要素を確認するだけです。
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